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20年、その向こうに

　お蔭さまで今年、公益財団法人北海道演劇財団は 4
月に設立20周年を迎え、また、私どもが運営する小劇
場シアターZOOは、 2月に15周年を迎えました。こ
の間、皆さま方から多大なお力添えとお励ましを頂き、
関係者一同、心から御礼申し上げます。
　この節目の時に、私たちは 3月に、旧事務所から20
歩程ではありますが、同じフロアー内の表通りに面し
た明るい場所に移転いたしました。中島公園の美しい
四季を望みながら、気持を新たに北海道の演劇振興に
邁進する所存です。
　さて、これまでの足跡を簡単に振り返ってみると、
1996年に設立、付属演劇集団TPSを設置し、2001年に
劇団化してさらに活発に公演等をして参りました。
2005年には初めての海外公演を成功裏に終えて、その
後もほぼ毎年、外国での公演を続けています。
　一方、地元においては演劇のすそ野を広げ、支えて
いく仕組みとして、2006年に「札幌劇場連絡会」を結
成し、札幌市と協力して「TGR札幌劇場祭」が実現
しました。以降、毎年11月に 1ヶ月間、若い劇団の登
竜門としても積極的な参加により、現在は札幌市内10
劇場で開催され、各劇場の個性も定着し、幅広いお客
様のご来場にも結び付いてきています。
　2009年には、「演劇創造都市札幌プロジェクト」を立
ち上げ、2012年からは、「札幌演劇シーズン」として、
毎年冬・夏に各1ヶ月、再演作品の公演が実現していま
す。本州からお越しになる方も含めて着実に観客数は増
え、それを支える周辺の方々、企業も充実してきて、こ
れからも大いに期待が掛かるイベントに成長しています。
　2012年、TPSを「札幌座」に機構改革し、専属メン
バーだけでなく、札幌で活躍するプロを目指す演劇人
に協働の活躍の場を提供し始めました。
　ここ20年で、札幌の演劇状況は大きく進化し、「TGR
札幌劇場祭」、「札幌演劇シーズン」は、全国からも注
目を集めています。
　昨年、当財団は、「北海道文化奨励賞」の栄誉に輝き

ました。その受賞理由に、「全国でも数少ない市民参加型
の財団法人、「札幌座」による演劇創造、次世代を担う
演劇人育成ワークショップ、小中学校のコミュニケーショ
ン事業等を通じて、鑑賞機会の提供など多様な作品を道
民に届け、さらに、市民による活動を取り入れた演劇に
よるまちづくりに取り組む等、演劇創造をリードする公益
法人として今後も活躍が期待され、本道における演劇文
化の普及と発展に大きく寄与している」とあり、これまで
関わってきた私どもに大きな勇気と励ましを頂きました。
　さらに、11月に開催された「TGR札幌劇場祭」では、
一昨年大賞受賞した韓国（ソウル）の『アイランド－
監獄島』の再演が実現し大盛況でしたし、昨年もロシ
ア（サハリン）のチェーホフ劇場『素晴らしい未来』
が大賞を受賞しました。
　今年 2月のさっぽろ雪まつりでは、大通西 5丁目環
境広場にて、1610年に完成したシェイクスピアのロマ
ンス劇「冬物語」を脚色して31回上演し好評でした。
夕暮れから夜にかけて、野外ならではの変わる背景は、
とても幻想的でした。大雪像をステージに15分間上演
する『さっぽろ冬物語』の脚色・演出を手掛けたのは
札幌座チーフディレクターの斎藤歩で、「札幌演劇シー
ズン2016－冬」と同時開催という新たなチャレンジを、
寒空の下、全員で見事に成し遂げました。
　以上、この20年、事業が着実に発展していく一方、
当財団は2012年に「公益財団法人」の認定を受けまし
た。私たちが尽力してきた「演劇振興」が、北海道の
地域振興の一助として「公益活動」と認定されたこと
は、北海道の演劇界にとっても大変意義の深いことだ
と思っています。
　 3月末で、設立時から多大な貢献をしてきた平田修
二常務理事、新堂猛事業統括部長が退任し、 4月から
は斎藤歩理事が本拠を札幌に移して常務理事として、
20年以降の当財団のかじ取りを担います。どうかこれ
までのご厚情を新しい体制に対しても引き続き宜しく
お願い申し上げます。

公益財団法人　北海道演劇財団

理事長　秋 山　孝 二
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北海道演劇財団20周年を語る

　20周年を振り返るタイミングで、設立当初からこの財団
を牽引してきた平田修二さん、新堂猛さん、このお二人に
インタビューを試みました。お二人とも 3月、東京に滞在
したタイミングでのインタビューとなりました。
　それぞれには、事前に「20年間で最も印象に残っているこ
とは？」という質問を渡してありました。すると設立当初の
ことを話し始めたのには驚かされました。お二人とも限られ
た紙面の中では紹介しきれないほど喋ってくれました。本当
に20年間、お疲れさまでした。今後もご協力お願い致します。
インタビュアー：札幌座チーフディレクター　斎藤　歩

 
■北海道演劇財団理事　平田　修二

>20年で一番印象に残っていることは何ですか？
　演劇財団が出来たとき。プロの劇団を運営する民間の財
団法人をつくろうと、10人ぐらいの仲間と数年間準備して
きたが、つくって継続的に運営できるかどうかとても悩ん
だ。ボクは割と慎重派だったけれど、最終的には「小さく
産んで大きく育てよう！」という皆さんの意見が多くなっ
て船出をした。だけど、付属の劇団がちゃんと喰えるとい
う肝心の目標を設立時に実現できなかったから、創立後も
ずっと悩んでいた。

>20年が経った今の現状をどのように見ていますか？
　最初、松本修さん、柴田英杞さん、斎藤歩くんの三人で
TPS（現札幌座）を始めてもらった。二年後の1998年に『若
草物語』（松本修演出）で一ヶ月の再演ツアーが終わると参
加した札幌の俳優たちが演劇と関係ない生活に戻っちゃう
のを見て、こんなことを繰り返しても経験が積み重なって

 
■北海道演劇財団元事業統括部長　新堂　猛
　
>演劇財団ができる前、演劇鑑賞会にいました。
　1991年に『櫻の園』（ジャイルス・ブロック）の全国ツアー
を鑑賞会の事業部として創った時に、これは面白い仕事だ
なぁと思った。こういう仕事で財団作りに関われるのなら、
面白いし積極的に関われると思って始めた。自分で始めよ
うとした時に、「白石加代子さんの百物語」「愚安亭遊佐さ
んの一人芝居」「倉本さんの富良野塾」、この 3本で始めて、
この三つは20年続けている。
　
>この三つを道内各地で観てもらいたいと思った？
　当時道内各地を回っていたような、東京では成立しない
地方専門の劇団の作品じゃないものを観てもらいたくて。そ
れで 3本を持って道内各地のホール担当者に話を聞くと、
みんな演劇に関しては困っていた。地方専門劇団以外の演
劇を観られないのか？って。最初は倉本さんに鑑賞会を廻る
ツアーを提案した。俺は倉本さんのファンだったから、押し
掛けて行って、そしたら倉本さんが「鑑賞会じゃないところ
でやりたい」って。どうしようかなぁって考えて、今のシア
ターネットのようなものを考えるようになったんだと思う。
　
>初めて新堂さんと仕事したのは、『わたしがこどもだっ
たころ』全国ツアーで、随分小さな町を細かく廻りました。
各地で事前にワークショップもやって、出演者も集めて。
　そうそう、MODE、1995～ 6年。MODEと富良野塾だね、
最初は。（財）地域創造が連携事業っていう補助金を初め
て作った時で、地域の公共ホールが連携して芝居を回すな
んていう発想が無かったから、全国的にも新しい取組だっ
てことに気付いて。シアターネットの共同開催事業ってい
う考え方の元になった。財団を作る前に札幌でシンポジウ
ムをやった時に、各地から沢山ホール担当の人たちが集まっ
てくれて、こんなに沢山の人が各地で何とかしたいと思っ
て、個別に動機を持っているんだってことに気付かされた。
来た人の中から「ネットワークを作ろう」って話になって。

>東京でよく言われるのが「新堂さん観に来てくれないか
なぁ？」鑑賞会とは違うルートで全国に回してくれるって。
　ただセールスマンみたいに売って歩くわけじゃない。ホール
の担当者の意識を変える、お客を作るってことをその担当者

行かないと思って、養成所を作ってススキノにTPSスタジ
オを作った。その卒業生たちも加えて劇団化し、松本、柴
田体制から、斎藤、平田の札幌在住の代表幹事制に変え創
造の地元化、継続化を図った。
　それでもなかなか皆が生活できるところまでは行かな
い。そういう中でどうしようかって悩んで、演劇財団が単
独で発言しててもダメかと思い始めて、「演劇創造都市札
幌プロジェクト」を作って街全体でこの事に取り組むよう
にすることで、何とかならないかって動き始めた。そこか
ら「札幌演劇シーズン」が生まれ、TPSは創造の多様性を
確保する札幌座に変わったけれど、プロ化は申し訳ないけ
ど、20年やってもまだ実現できていないんです。
　学生の頃、本当に演劇って面白いと思ったから、まず演
劇鑑賞会で演劇の仕事をやり始めた。自分が本当に面白い
と思う演劇をきちんと選んで、自分にとって大事な人、地
域や社会で頑張っている人に届けるっていうのがボクの活
動の核の部分。演劇は社会に必要で、街に奥行きを与える
という確信があったから。
　
>お金のことに苦しみ続けた20年間だったってこと？
　ボクは演劇プロデューサーというよりはこういう仕組み
づくりをするアートマネージャーだと思ってやってきた。
札幌に演劇で食える集団を作るというコンセプトを立ち上
げて、そのために様々な仕組みを提案したり、作ったりし
て。創造部分は斎藤くんたちにまかせっきりだった。とに
かくボクが20年間やってきたことって、この仕組みづくり
とそれを支えるお金をどうするかってことです。

>20年前は平田さん49歳？当時20年後はどうなっていると
思ってた？
　勿論、すべて実現していると思ってたよ。だってそのた
めに作ったわけだから。何とか実現しようと思い続けて考
え続けた20年だった。旗を掲げたわけだから、本気でそう
思ってやらなきゃダメでしょ。
　今、斎藤くんより若い世代が40歳過ぎても演劇を続け、
職業として演劇を選んで家族を養ったりし始めてるで
しょ。札幌演劇シーズンだとか、札幌劇場祭だとか、いま
一応幻想が保ててるんだよね。この幻想があるうちに収入
面でもプロの段階に進まないと失望に変わっちゃう危険性
があるでしょ。なので割と焦ってる。だからさぁ、民間で
パブリックで複数のプロ劇団をこの街に成立させるという
目標をね、今、こういう幻想のあるうちにバァ～っと・・・
（割と焦っている平田さんのお話は、この後も果てしなく続きました）

●北海道演劇財団20周年を語る

新堂猛

左：平田修二、右：斎藤歩

がやってくれなくちゃならない。じゃなきゃ人口1万人以下の
町に300人のお客さんは来ない。そういう人たちが集まってネッ
トワークを作る。俺のやって来たことは興行師とかプロモー
ターじゃないから、問題意識を持って地域を創ろうとしている
いくつかの団体が集まって、共同でクオリティの高いものを呼
ぶということをちゃんとやろうって。こういうハードルの高い
ネットワークを維持している各地の人たちが本当に偉い。
　毎月とはいわないけど、二ケ月に一本ぐらいはクオリ
ティの高い芝居が来て、それを町の人が楽しみにしてて、
やがて地域に住んでいる人たちが芝居のクオリティがわか
るようになる。そんな地域が北海道のあちこちに数カ所あ
る。うまくいっている町を真似してもダメで、そこに住ん
でいる人がちゃんと考えて、独自の創客をしなきゃいけな
い。各地に面白い人がいて、苦労したり考えたりして、各
地が独自のことを試して。それが集まるから力を持つん
じゃないかなぁ、そんなことを20年やって来た。
（この20年で北海道内各地で見られるようになった作品の数々は広報誌
のバックナンバー「事業短信」をご参照ください）

【事務所移転のお知らせ】
　周年を迎え、旧事務所からわずか20歩ほどではありますが、同じフロア内の表通りに面した明るい場所へ事務所を
移転いたしました。皆様に支えられ、育てていただいた20年、多くのお力添えをいただきました全ての方に、心より
お礼申し上げます。お近くにお越しの際には、中島公園の美しい四季を望める新事務所に、ぜひお立ち寄りください。
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北海道演劇財団20周年／  シアターZOO15周年記念事業

札幌座第50回公演『肝っ玉おっ母とその子どもたち』
2016年 9 月23日（金）～28日（水）　サンピアザ劇場
作／ベルトルト・ブレヒト
翻訳／岩淵達治　演出・音楽・出演／斎藤歩
出演／斎藤歩、橋口幸絵、宮田圭子、佐藤健一、山本菜穂、高子未来、
市川薫、納谷真大（イレブンナイン）、小佐部明広（劇団アトリエ）、
彦素由幸（フリー）、西田薫（フリー）、福士恵二（フリー）、
伊東潤（東京乾電池）、山田百次（劇団野の上）

　チーフディレクター斎藤歩の演劇観にもっとも大き
な影響を与えたドイツの劇作家ブレヒトの大作に挑み
ます。
　荷車をひいて兵士相手の商いで生活するアンナ。3
人の子どもたちを次々と戦争で失い、戦争を呪いなが
らも、それでもたくましく戦場で生き抜いていく彼女
を、札幌座ディレクターの橋口幸絵が演じます。この
ほか宮田圭子ら札幌座の俳優たちが勢揃いするととも
に、札幌の演劇シーンをリードする納谷真大、小佐部
明広、東京から福士恵二、伊東潤、山田百次の個性派
俳優を招き、紛争やテロ、あふれる難民に大きく揺ら
ぐ今の世界を、まさにブレヒトが志向したポリティカ
ルで音楽性・娯楽性に富んだ、札幌座の新たな座標と
なる作品に創りあげます。札幌座が総力をあげる新作
にご期待ください。

公益財団法人北海道演劇財団20周年記念事業 公益財団法人北海道演劇財団20周年／
シアターZOO15周年記念事業

劇団東京乾電池『ただの自転車屋』
2016年 8 月 7 日（日）～11日（木）　
作／北村想　演出／柄本明　　
出演／柄本明、ベンガル、綾田俊樹、山地健仁

　今年40周年を迎える東京乾電池は、柄本明、ベンガ
ル、綾田俊樹らを中心に結成され、アナーキーな笑
いを武器に活躍する人気老舗劇団。2003年以降、『授
業』『夏の夜の夢』『煙草の害について』『寿歌』など、継
続的にシアターZOOで公演しています。北村想の新
作書下ろしとなる劇団東京乾電池設立40周年記念公演
『ただの自転車屋』を、北海道演劇財団20周年・シアター
ZOO15周年記念事業として公演します。

札幌座第52回公演『北緯43°のワーニャ』
※札幌演劇シーズン2017－冬参加作

2017年 2 月 4 日（土）～ 2月12日（日）
扇谷記念スタジオ・シアターZOO
作／アントン・チェーホフ　翻訳／神西清
脚色・演出・音楽・出演／斎藤歩
出演／斎藤歩、すがの公、佐藤健一、高子未来、
西田薫（フリー）、山野久治（風の色）、中村實子（フリー）、
増澤ノゾム（スタッフ・ポイント）、金沢碧（フリー）

　北海道演劇財団10周年記念公演として東京と札幌で
初演した本作品を、札幌座の20周年の節目に再演しま
す。北緯43°の街（札幌）に集まった俳優たちが演じ
るのはロシアの劇作家チェーホフの代表作『ワーニャ

扇谷記念スタジオ・シアターZOO
15周年記念事業

青年団リンク ホエイ『珈琲法要』
2016年11月26日（土）～28日（月）　
作・演出／山田百次（劇団野の上）
出演／河村竜也、菊池佳南、山田百次（劇団野の上）

　幕末、度重なるロシアの侵略で、幕府から蝦夷地に
派兵された津軽藩兵たちが寒さと栄養失調で次々と倒
れるなか、万病に効くとされた南蛮渡来の「珈琲」。
以前、弘前劇場（青森）の俳優としてシアターZOO
の舞台に立ったこともある山田百次のリアルな津軽弁
と北海道の歴史が織りなす『珈琲法要』を、15周年記
念事業として公演します。

●北海道演劇財団20周年／シアターZOO 15周年記念事業

私と数々の困難な現場を共有してきた戦友、福士恵二さ
ん、伊東潤くんを迎えることで、ようやく実現する気にな
れました。猥雑で骨太なエンターテイメント音楽劇です。
　20年近く前、東京で初めて大きな舞台に出演させて頂
いたのもブレヒト劇「ガリレオの生涯」でした。その時
ガリレオを演じたのが柄本明さんでした。それ以来お世
話になり続けている柄本さんが主宰する劇団東京乾電池
が今年40周年を迎え、その記念作品として新作「ただの
自転車屋」（北村想書き下ろし）を北海道でも上演してく

れることになりました。
　かつて弘前劇場で共演した、山田百次くんは、現在東
京で地域のことを創作し続ける若い演劇人で、彼も「肝っ
玉」に俳優として招くのですが、彼の創った「珈琲法要」
は北海道にも縁のある作品で、これもシアターZOOの
15周年記念作品として招きます。
　北海道のお客さんに、この機会に観ておいて頂きたい
4作品を厳選いたしました。北海道演劇財団のこれまで
の系譜と、これからの展開を現わすラインナップです。

　北海道演劇財団は、多くの方たちに支えられながら今年20周年を迎えます。
1996年 4 月、設立記念公演として『テンペスト』（イギリス・ノッティンガムプレイハウス）を招聘し、その第一歩を踏み出した当財
団は、それから20年、札幌の街に演劇を根づかせ、道内各地に演劇を広げ、今また新たな第一歩を踏み出します。

　2001年にオープンした北海道演劇財団運営の扇谷記念スタジオ・シアターZOOは 2月に15周年を迎えました。当財団の付属劇団「札
幌座」の公演はもちろん、道内外、海外の作品も上演しており、小劇場ながら、大きな世界を観客に届ける劇場に成長しました。今
年度は、新たな出帆に向けてこれらの周年事業を行います。どうぞご期待ください。

「ただの自転車屋」 PHOTO／白鳥真太郎 「珈琲法要」 PHOTO／田中流
「北緯43°のワーニャ」初演チラシ

（デザイン／若林端沙）

おじさん』。札幌からは
山野久治、中村實子、東
京から『春の夜想曲～菖
蒲池の団欒』に出演した
金沢碧、北海道出身の増
澤ノゾムを客演に、重厚
感ある作品を創りあげま
す。また、札幌雪まつり
に訪れる海外からの観光
客を対象に字幕サービス
を実施するなど、地域産
業と演劇を結ぶ観光コン
テンツの開発を試みます。

　20年前、常任演出家と
して松本修さんを迎えて
スタートしたTPS（現札幌
座）の10周年企画として、
松本さんが数多く手がけて
きたチェーホフ作品の中か
ら「ワーニャ伯父さん」を

も影響を受けたのがブレヒトという劇作家・演出家でした。
串田和美さんを 3年間北海道に迎えたシアターキャンプ
を経て創作したブレヒト劇「コーカサスの白墨の輪」では、
音楽監督の朝比奈尚行さんが今の札幌座の楽団創作に多
大な影響を与えてくれました。今回、10年ぶりに「ワーニャ」
を、札幌出身の俳優・増澤ノゾム君を迎え創作すると同
時に、10年以上前から実現を模索していた大掛かりなブ
レヒトの音楽劇「肝っ玉おっ母」も、実際に母親になっ
たディレクター橋口幸絵を母・アンナに配役し、東京で

「北緯43°のワーニャ」として創作・発表しました。
　その一方で、私の演劇観・演出論を形成する上で、最
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観光コンテンツとしての「演劇」

　演劇制作グループは、2015年度下半期、札
幌座第48回公演『大海原で』（弦巻啓太演出）
でTGR札幌劇場祭2015に、札幌座第49回公
演『亀、もしくは…。』で札幌演劇シーズン
2016-冬に参加するなど、札幌の演劇を代表
するイベントで 2作品を公演しました。この
他、さっぽろ雪まつり実行委員会からの委託
を受け、大通 5丁目環境広場にシェイクスピ
ア当時の円形劇場を雪像で製作し、札幌市内
の演劇人たちと『さっぽろ冬物語』（斎藤歩脚
色・演出・音楽）を 7日間31回上演しました。
　2005年の初海外公演TPS『亀、もしくは
…。』（ハンガリー）から「字幕」の技術を蓄

て引き続き観光と演劇をつなぐとともに、公演情報を
国内外の観光客に広く届ける「発信力」と「創客」に
力を傾けたいと思います。
　この他、 7月には日本劇団協議会の日本の演劇人を
育てるプロジェクト新進演劇人育成公演『鳥』（アリス
トパネス作、清水友陽演出）で初のギリシャ劇を、 9
月には北海道演劇財団20周年記念公演『肝っ玉おっ母
とその子どもたち』を、12月にはカフカの『変身』（す
がの公演出）を予定しています。（20周年記念公演に
関しては全ページをご覧ください）
　また、劇場運営グループと提携して、各事業の原作
者をテーマに専門家を招いてレクチャーをおこなう
「学び舎ZOO」を開催し、観客の育成と創客に取り組
むとともに、出演者のスキルアップを図るために多様
な講師から表現を学ぶ場「俳優のためのスキルアップ
ワークショップ」を実施し、より観客に質の高い舞台
を楽しんでいただけるように各グループ間の協力を強
化します。

演劇制作グループ「札幌座」プロデューサー

木 村　 典 子

●演劇制作グループ コミュニティ教育／演劇ワークショップ●

ワークショップの様子

さっぽろ雪まつり「さっぽろ冬物語」 PHOTO／高橋克己

　私と札幌座の皆さんとの出会いは、今から 5年前（前
任校）。私が担任する子どもたちにかかわっていただ
いた時は、演劇ワークショップの授業でシアターゲー
ムをおこなった後に、各場面10人程度の出演者でのオ
ムニバス形式の劇づくりへ。まずは、札幌座の講師の
方と子どもたちで、 6作品の台本創作。各講師が、子
どもたちのアイディアを大切に扱って創作してくだ
さったこと、メイン講師の清水さんの絶妙な味付けで、
バラバラに仕上がっていった 6作品が見事に 1つのま
とまった劇に完成しました。この「 0」から創り上げ
た表現活動は、子どもたちにとって忘れられない経験
となりました。
　そうした縁で、今年度、苗穂小学校でも札幌座の清
水さんと宮田さんにお世話になり、 3年生と 4年生を
対象に演劇を活用したコミュニケーション能力を育
成する授業をしていただきました。「舞台を演出した
り、脚本を書いたり、テレビのCMに出たりしている
方々がいらっしゃるんだよ」と子どもたちに話すと、
「えっー。すごい!!」と興味津々。実際に演劇ワーク
ショップの授業が始まると、子どもたちは身体全体を
使って、汗だくになりながら取り組んでいました。子
どもたちの楽しそうな笑顔に「さすがプロフェッショ
ナル！」と思わされました。

　子どもたち
のアイディア
を大切にする
表現活動や小
グループでの
話し合い活動
を十分に取り
入れる創作活
動、楽しみな
がらコミュニ

外部教育力を生かした教育活動の充実

札幌市立苗穂小学校教諭

安 友　才 勝

　北海道演劇財団では、次代の演劇文化の担い手を育成し、舞台芸術の裾野を広げるために、学校など教育現場へ
のアウトリーチ活動に取り組んでいます。
　演出家・俳優による演劇の表現手法を活用したワークショップを体験することで、子どもたちの表現力が高まり、
コミュニケーション能力の向上にも繋がることが期待されています。
　平成27年度は、札幌市内を中心に北海道内の小中学校など17校（52回）で実施しました。

札幌座／制作　横山　勝俊

積してきましたが、この日本語の台詞を翻訳して舞台
で「字幕」として投影するノウハウを活かし、近年観
光客が年々増加するなか、「観光コンテンツとしての
演劇」という試みに積極的に取り組んだ下半期でもあ
りました。札幌座ディレクター橋口幸絵をメンバーに
加えた新バージョン『亀、もしくは…。』、さっぽろ雪
まつりで上演した『さっぽろ冬物語』の両事業で、英
語・韓国語・中国語・台湾語の 4か国語のチラシと字
幕を準備し、海外観光客へのアプローチをおこないま
したが、特に『さっぽろ冬物語』では新たな方法とし
て多くの観光客が利用するスマートフォンへの字幕配
信を試行錯誤しつつも可能にし、今後他のイベントで
も活用ができる字幕ツールの開発にもつながり、多く
の方から関心を寄せていただきました。
　政府は、訪日外国人との交流を通じて地域経済を活
性化させるため、2020年に訪日外国人2,000万人達成
に向けて様々な施策を講じています。文化芸術も例外
ではなく、文化庁も2017年からの 4年間に20万件の文
化イベントを全国各地で展開する「文化力プロジェク
ト」（仮称）の推進を発表しています。このようななか、
札幌で観光や他の産業と協力して観光コンテンツとし
ての演劇の開発と展開は、次年度以降も重要な課題と
なると考えています。
　2016年度は、さっぽろ雪まつり期間中に公演する北
海道演劇財団20周年記念公演『北緯43°のワーニャ』で、
多言語チラシの作成と字幕の提供など、経験を活かし

ケーション能力を高めていく取り組みの見事さ。やは
り、外部教育力を生かし、様々な方に指導していただ
くことの大切さを実感しました。
　「身近な教育資源や外部教育力を生かした教育活動
の充実」が、苗穂小学校の教育方針の一つ。昨年末、
札幌市教育委員会からの「平成28年度文化芸術による
子供の育成（芸術家の派遣事業）実施校募集について」
の案内を見て、すぐに頭に浮かんだのは、札幌座の皆
さんとのコラボレーションでした。早速、札幌座の横
山さんにメールと電話でご相談。「ぜひ、一緒にやり
ましょう!」とお声をかけていただき、平成28年度も
苗穂小学校のコミュニケーション教育の活動計画がス
タートしていく予定です。
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地域文化グループ●

　2015年度に実施した公演と2016年度実施予定の公演
から、いくつかご紹介します。まずは、2015年公演から。
KAAT「親指こぞう～ブケッティーノ」
　イタリアの創作集団ソチエタス・ラファエロ・サン
ツィオの作品を、女優・ともさと衣出演の日本版とし
て創作、日本で150公演を重ねてきた親子で楽しめる
人気作品です。会場に 7ｍ×10mの小屋を建て、その
中に設置した50台のベッドが客席（一回公演の定員50
名！）。裸電球ひとつの薄暗い小屋の中、中央で朗読
する声を毛布にくるまって聞きます。あまりの心地良
さに疲れ気味の大人たちは物語に聞き入りながら眠っ
てしまうほどです。 3人の音響係（ノイズメーカー）
が生の音で効果を演出します。まるで絵本の中に入り
込んだような感覚を味わえる不思議なお芝居、今後道
内でもぜひ実現してみたい公演です。まったく新しい
劇場体験となるはずです。
ONEOR 8 「そして母はキレイになった」
　真冬の道内 9カ所での公演。ONEOR 8 （ワンオア
エイト）は演劇界では既に高い評価を得ている劇団で、
北海道上陸は初でしたが各地とも大盛況でした。30年
ぶりに娘たちのもとへ戻ってきた女性の情愛と苦悩を
高橋惠子（標茶町出身）が演じました。家族の溝を描
いたシリアスな物語ですが、コミカルな要素も実にう
まく盛り込まれていて、作・演出の田村孝裕さんの筆
力と作劇の確かさを感じました。公演時の田村さんの
コメントをご紹介します。「絆という言葉の美しさや
強固さとは裏腹の、危うさや怖さ、おどろおどろしさ
…そんなイメージを本作には投影した。絆は固い。固
いからこそ崩れるときは無残だ」。
　2016年度事業からは、 2作品のご紹介です。

劇団東京乾電池「ただの自転車屋」
　周年事業のページでもご紹介のとおり、劇団設立40
周年記念の公演です。ZOO公演のほか、本州 4か所（七
尾市、越谷市、掛川市、盛岡市）、道内 7カ所（七飯、大空、湧別、
鷹栖、富良野、苫前、室蘭）で実施します。北村想さんの新
作戯曲に、設立メンバーの柄本明、ベンガル、綾田俊樹、
久々の 3人顔合せです。「鹿児島県の離島。民宿の一室
に滞在する映画監督と脚本家のもとに、エアコンの修
理で自転車屋の男が呼ばれたところ…川島雄三風喜劇」。
「ザ・フルーツ」
作・演出・音楽／中島淳彦　企画／春風亭昇太、中島淳彦

出演／ 春風亭昇太、六角精児、井之上隆志、中島淳彦 ほか

　道内 6カ所（伊達、音更、士別、斜里、中標津、札幌）公演
です。時は1970年頃、陰りが見えはじめたグループサ
ウンズに代わり、フォークソングの時代へ。エレキか
らフォークへ、そんな頃の物語。昇太、六角、井之上、
中島の 4人が演じるGSバンド「ザ・フルーツ」による、
完全オリジナル楽曲生演奏音楽劇、です。「演劇か？
音楽ライブか？哀愁のハイブリッド劇場」！
　今後も、自信をもっておすすめできる作品を道内や
全国各地にご紹介して参ります。

2015年度と2016年度の公演から

地域文化グループ　事業副部長

横 尾　　 寛

ONEOR8「そして母はキレイになった」

2年連続、TGR札幌劇場祭で大賞受賞

　2015年度下半期、劇場運営グループでは企画公演 5
本、提携公演 5本、シアターZOO寄席 2 本、合計12
本の自主事業を行いました。
　そのうち 6本は、毎年11月に開催されている札幌市
のアートイベント「さっぽろアートステージ」の舞台
芸術部門「TGR札幌劇場祭」に参加しました。2005
年にスタートしたこの劇場祭は、今回で10年目を迎え、
周年記念企画などと共に賑々しく開催されました。
　市内10劇場が参加しており、 1か月の開催期間に約
40公演が行われ、大賞のほか、特別賞や新人賞が選出
されます。シアターZOOでは、2010年に札幌座（当
時はTPS）が『クリスマス・キャロル』（原作／C・ディ
ケンズ、演出／清水友陽）で大賞を受賞。2014年には、
韓国から招聘したプロジェクト・アイランド『アイラ
ンド－監獄島』（原作／アソル・フガード、演出／ソ・
ジヘ）が、字幕公演というハードルを越え、見事大賞
に輝きました。
　演劇という表現活動に於いて、言葉は重要な役割を
果たします。俳優が発する言葉の積み重ねが観客を
様々な場所へと誘い、個々の心情に何がしかの揺らぎ
を与える舞台芸術が演劇です。字幕公演の場合、観客
は目の前で展開する俳優の動きを追いながら、劇場内
に表示される字幕を読まなくてはいけません。全体ス
トーリーのほか、登場人物の関係性やセリフの裏側に
潜む本当の意味など、多くを探りながら字幕を追いか
けることは大変な労力を要します。そのため、字幕公
演を鑑賞した多くの方はまず「疲れた」という感想を
持つのが正直なところでしょう。
　字幕の位置や文字の大きさ、一度に表示する文字
数、漢字・ひらがな・カタカナの読みやすい組み合わ
せなど、少しでも鑑賞しやすい環境を提供すべく努め

てはおりますが、それでも母国語で上演される作品と
同じようには鑑賞できないものです。劇場祭に参加す
る 9割が日本の劇団です。海外の作品がそれらを抑え
大賞を受賞する時、そこには言葉の違いというハンデ
キャップを超えた作品の力・素晴らしさがあります。
　2015年11月。A.P.チェーホフ記念サハリン国際舞台
芸術センター『素晴らしい未来』が大賞を受賞しまし
た。亡くなった人たちが、現世と同じように暮らして
いる風景を通じて、生と死を見つめる詩的な叙情劇で
した。前年のプロジェクト・アイランドが激しい熱量
を伴う作品だったのに対し、こちらは静かに人生を問
うロシア演劇らしい作品。どちらもセリフ量は決して
少なくなく、上演時間も100分前後ながら大賞受賞に
至ったのは、やはり俳優の高い身体能力や表現力など
が他の参加団体を上回った結果だと思います。
　当劇場で上演した作品が高く評価されたことは非常
に喜ばしく、また、そのような作品を届けてくれた各
チームに、心より感謝しておりますが、一方で、ここ
2年、大賞が札幌の劇団から出ていないことも寂しく
感じております。たくさんの作品に触れ、多くの経験
を積み、質の高い作品が数多く生まれ、どんなに道外
団体が参入しても、札幌の劇団が大賞を獲り続ける日
を目指し、若手の育成や環境づくりに努めたいと思います。

劇場運営グループ シアター ZOO支配人

阿 部　雅 子

●劇場運営グループ

TGR札幌劇場祭2015公開審査会
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●事業短信 SUPPORT US●
2015年10月 1 日～2016年 3 月31日

演劇の企画・製作活動
〈札幌座公演〉
●第48回公演／TGR札幌劇場祭2015参加作品「大海原で」
　（原作：スワボミール・ムロジェック　翻訳：工藤幸雄　脚色・演出：弦巻啓太）
　11月18日（水）～23日（月）（8公演）　シアターZOO
●第49回公演／札幌演劇シーズン2016-冬参加作品「亀、もしくは・・・。」
　（原作：カリンティ・フリジェシュ　翻訳：岩﨑悦子　脚色・演出・音楽：斎藤歩）
　　2月　4日（木）～11日（木）（8公演）　札幌市教育文化会館小ホール
〈その他の公演〉
●第68回さっぽろ雪まつりウィンターシアター「さっぽろ 冬物語」
　（原作：ウィリアム・シェイクスピア　脚色・演出・音楽：斎藤歩）
　　2月　5日（金）～11日（木）（31公演）　大通公園西5丁目特設ステージ
〈ワークショップ〉
●小中学生のための演劇ワークショップ（4回）
　（平成27年度文化芸術振興費補助金「劇場・音楽堂等活性化事業」（文化庁））
　札幌市立幌西小学校（講師：清水友陽ほか）
　石狩市立生振小学校（講師：宮田圭子ほか）
●大学生のための演劇ワークショップ（12回）
　（平成27年度文化芸術振興費補助金「劇場・音楽堂等活性化事業」（文化庁））
　北海道教育大学岩見沢校（講師：橋口幸絵ほか）
●演劇ワークショップ（厚別区「小学校演劇鑑賞会」関連事業）（5回）
　 札幌市立上野幌西小学校、札幌市立信濃小学校、札幌市立ひばりが丘小
学校、札幌市立上野幌小学校、札幌市立もみじの森小学校（講師：納谷
真大ほか）

● 平成27年度児童生徒のコミュニケーション能力の育成に資する芸術表現
体験（文部科学省）（12回）
　講師派遣：立命館慶祥中学校（講師：清水友陽、柏木陽ほか）
● 演劇とコミュニケーションによる地域人材育成事業（平成27年度地域づ
くり総合交付金）（39回）

　地域の次代を担う子どものための演劇ワークショップ（講師：清水友陽ほか）
　コミュニケーション力向上のための劇作体験事業（講師：弦巻啓太ほか）
　演劇とコミュニケーションによる地域人材育成事業（講師：青井陽治、韓然善ほか）
　まちづくり団体と連携した地域コミュニティ活性化事業（講師：斎藤歩ほか）
　異文化交流を通じて地域コミュニティを考える事業
　（講師：マイエル・イングリッド、ソ・ジヘほか）

劇場運営活動
〈シアターZOO企画・提携公演〉
● 楠美津香のひとりシェイクスピア　超訳「オセロー」　（作：W.シェイクスピア
翻訳参考：小田島雄志　超訳・演出：楠美津香）　10月　2日～　3日（2公演）
●じゃぱどら！！劇団清水企画公演「恋愛病患者」「兄の場合」「恋愛恐怖病」
　（作：菊池寛、岸田國士　演出：清水友陽）　10月　8日～12日（6公演）
●じゃぱどら！！劇団千年王国公演「冒した者」　（作：三好十郎　演出：橋口幸絵）
　10月22日～25日（6公演）
●うわの空・藤志郎一座「面白半分」　（作・演出：村木藤志郎）
　10月31日～11月　1日（3公演）
●Theatre Ort「想稿・銀河鉄道の夜」　（作：北村想　演出：倉迫康史）
　11月　6日～　8日（4公演）
●yhs「室温～夜の音楽～」　（作：ケラリーノ・サンドロヴィッチ　演出：南参）
　11月11日～15日（6公演）
●チェーホフ劇場「素晴らしい未来」　11月26日～27日（3公演）
　（作：プリヴァーロフ・ダニーラ　演出：ゾブニン・パーヴェル）
●プロジェクト・アイランド「アイランド－監獄島」
　（作：アソル・フガード　演出：ソ・ジヘ）　11月30日～12月3日（5公演）
●札幌ハムプロジェクト「幕末サムライヌード」「さんたま」
　（作・演出：すがの公）　12月18日～20日（5公演）
●笑の内閣「朝まで生ゴヅラ2020」　（作・演出：高間響）　3月　4日～　6日（4公演）
〈シアターZOO寄席〉
●秋のシアターZOO寄席「天狗連の会」「大感謝祭」「白鳥・枝光二人会」
　11月　3日（3公演）
●冬のシアターZOO寄席「初笑い寄席」「方正・枝光二人会」
　　1月10日（2公演）
　〈一般貸し出し〉　12団体　59日

地域文化活動
● りゅーとぴあ発物語の女たちシリーズ「燃えよ剣～土方歳三に愛された女、お雪～」　
（原作：司馬遼太郎　上演台本・演出：笹部博司　出演：十朱幸代　ピアノ演奏：宮川彬良）
　10月　6日　大和市さざんかホール（奈良県大和高田市）
　10月　8日　七飯町文化センター（七飯町）
　10月　9日　池田町田園ホール（池田町）
●風間杜夫ひとり芝居「正義の味方」　（作・演出：水谷龍二　出演：風間杜夫）
　10月21日　苫小牧市文化会館（苫小牧市）
　10月22日　だて歴史の杜カルチャーセンター（伊達市）
　10月23日　長万部町学習文化センター（長万部町）
●朗読＆トークショー「ニングルの森」
　（作・演出：倉本聰　出演：森上千絵、納谷真大　楽器演奏：九澤靖彦）
　11月24日　あさひサンライズホール（士別市）
　11月25日　アートスペース外輪船（江別市）
●KAAT「親指こぞう～ブケッティーノ～」
　（原作：シャルル・ペロー　演出：キアラ・グイディ　出演：ともさと衣）
　　1月22日～24日　大野城まどかぴあ（福岡県大野城市）
　　1月29日～31日　熊本県立劇場（熊本県熊本市）
　　2月　5日～　7日　いまだて芸術館（福井県越前市）
● ホリプロ「熱海殺人事件」　（作：つかこうへい　演出：いのうえひでのり
出演：風間杜夫、平田満、愛原実花、中尾明慶）
　　1月20日　電力ホール（宮城県仙台市）
　　1月23日　音更町文化センター（音更町）
　　1月27日～30日　道新ホール（札幌市）
　　2月　2日　盛岡劇場（岩手県盛岡市）
　　2月　5日～　6日　新潟市民芸術文化会館りゅーとぴあ（新潟県新潟市）
●ONEOR8「そして母はキレイになった」　（作・演出：田村孝裕　出演：高橋惠子　ほか）
　　2月　9日　兵庫県立芸術文化センター　阪急中ホール（兵庫県西宮市）
　　2月13日　あさひサンライズホール（士別市）
　　2月15日　苫前町公民館（苫前町）
　　2月17日　北広島市芸術文化ホール（北広島市）
　　2月19日　だて歴史の杜カルチャーセンター（伊達市）
　　2月21日　富良野演劇工場（富良野市）
　　2月23日　深川市文化交流ホール　み・らい（深川市）
　　2月26日　中標津町総合文化会館　しるべっとホール（中標津町）
　　2月28日　斜里町公民館　ゆめホール知床（斜里町）
　　3月　1日　北見芸術文化ホール（北見市）
●富良野GROUP公演2016冬「屋根」　（作・演出：倉本聰　出演：富良野GROUP）
　　1月27日　釧路市生涯学習センター　まなぼっと（釧路市）
　　1月30日　幕別町百年記念ホール（幕別町）
　　2月　2日　東京エレクトロンホール宮城（宮城県仙台市）
　　2月10日～11日　可児市文化創造センター（岐阜県可児市）
　　2月13日～14日　京都劇場（京都府京都市）
　　2月16日　アステールプラザ　中ホール（広島県広島市）
　　2月18日　高知市文化ホール　カルポート（高知県高知市）
　　2月21日　種子島こりーな（鹿児島県中種子町）
　　2月23日　北九州芸術劇場（福岡県北九州市）
　　2月25日　朝倉市総合市民センター（福岡県朝倉市）
　　2月27日　日田市民文化会館　パトリア日田（大分県日田市）
　　2月29日　今治市公会堂（愛媛県今治市）
　　3月　2日　ひめぎんホール　サブホール（愛媛県松山市）
　　3月　4日～　5日　芸術創造センター（愛知県名古屋市）
　　3月　7日　倉敷市芸文館（岡山県倉敷市）
　　3月　9日　津山文化センター　大ホール（岡山県津山市）
　　3月12日～13日　森ノ宮ピロティホール（大阪府大阪市）
　　3月14日　紀南文化会館（和歌山県田辺市）
　　3月16日　磐田市民文化会館（静岡県磐田市）
　　3月18日　大崎市岩出山文化会館（宮城県大崎市）
　　3月20日　秋田市文化会館（秋田県秋田市）
　　3月22日　北秋田市文化会館（秋田県北秋田市）
　　3月24日　札幌市教育文化会館　大ホール（札幌市）

『演劇支援自動販売機』にご協力を！
2011年から北海道キリンビバレッジ株式会社様と連携し、「演劇
支援自動販売機」による演劇支援を行っています。自販機を
気軽に利用して頂くことで、北海道・札幌の演劇を応援 ！ 売
り上げの一部が当財団の演劇振興事業推進に使われ
ています。現在、シアターZOO入口のほか、市内4カ所
に設置されています（一覧をご参照ください）。

今後の演劇振興に繋がる取り組みで
すので、設置拡大と利用促進に
是非ご協力ください。

愛犬美容看護専門学校
アクトコール株式会社
キャトレール中島公園
北海道文化放送株式会社

（敬称略）

《設置協力社一覧》

公益財団法人北海道演劇財団へのご支援について
『演劇の振興事業に、ご支援をお願いします』
　本財団は、北海道における演劇の振興を目的として、北海道の演劇の向上および地域における演劇に触れる機
会の提供ならびに演劇の創造環境改善および演劇を支える市民活動育成などの事業を展開しています。
　今後も北海道における芸術文化振興のさらなる充実と安定した運営体制の確立に努めてまいりますが、演劇活
動を取り巻く情況は必ずしもゆるやかではありません。
　こうしたことから本財団では、広く皆さまからのご支援をいただくための「オフィシャルパートナーシステム」
を設けております。なにとぞ本財団の事業にご理解とご賛同いただき、パートナーとしてご支援を賜りますよう
お願いいたします。

『オフィシャルパートナーには、つぎの三つがございます』

特別協賛団体
年額／１口50万円

〇広報紙「H-PAF NEWS」に団体の広告を掲載させていただきます。

〇シアターZOOロビー、広報紙「H-PAF NEWS」、シアターZOO「STAGE　
NEWS」、ホームページ、札幌座公演チラシ＆パンフレットで団体名を紹介させ
ていただきます。

〇札幌座札幌公演にご招待いたします。

後援会会員 年額／1口3万円協賛団体 年額／1口5万円

〇広報紙「H-PAF NEWS」、ホームページで会員
名を紹介させていただきます。

〇本財団主催公演案内をご送付いたします。

〇シアターZOO「STAGE NEWS」、ホームページ
で団体名を紹介させていただきます。

〇札幌座札幌公演にご招待いたします。

公益財団法人 北海道演劇財団
〒064－0811
札幌市中央区南11条西1丁目

ファミール中島公園
TEL 011－520－0710
FAX 011－520－0712
E－MAIL　offi  ce@h-paf.ne.jp

法人および個人のご寄付の場合、いずれも優遇措置を受けるには、
確定申告の届け出と「寄付金受領証」（本財団発行）の添付が必要です。
ご寄付およびオフィシャルパートナーのお問い合わせ・お申し込み
は右記までご連絡ください。

『ご寄付は、税制上の優遇措置が受けられます』

H－PAF
NEWS

Hokkaido Performing Arts Foundation
H－PAF
NEWS

Hokkaido Performing Arts Foundation
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●特別協賛団体 （2016年4月1日現在）

ホクレン 北海道テレビ放送 北海道新聞社
北洋銀行 北海道文化放送 岩本・佐藤法律事務所

●後援会会員

アイワード サン設計事務所 富士メガネ
秋山不動産 ステップス 北洋銀行
HTB映像 セイコーマートながい 北海道ガス
HTBプロモーション TAMIS 北海道新聞社
NPO法人音更町文化事業協会 テレビ北海道 北海道文化放送
近畿日本ツーリスト北海道 電通北海道 北海道放送
札幌テレビ放送 東翔
札幌座くらぶ ネオ・インターナショナル

●サポートしていただいている行政・法人・団体

文化庁　　 独立行政法人日本芸術文化振興会 MDS
北海道　　 公益財団法人北海道文化財団 トップシーン札幌
札幌市　　 公益社団法人北海道国際交流・協力総合センター 富士ゼロックス北海道
　　　　　 演劇創造都市札幌プロジェクト 北海道キリンビバレッジ

札幌演劇シーズン実行委員会
NPO法人札幌座くらぶ

●SUPPORT US

H－PAF
NEWS

Hokkaido Performing Arts Foundation
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